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七
月
定
例
町
議
会

財

政

再

建

計

原

案

P11、
議 を建二十第ら
に特原計十日二町去
つに案画四よ回役る
い財遁に日り定場セ
て政り関本二例会月
は再可す会十町議十
警建決ゑ議三議室日
計し件再日会『に午
で酒た外会ま開お前
も案。五財で催い九
慎の 議政休、て時
重審 案再会二、か

を
期
し
、
こ
の
計
画
を
実
施
す

る
に
つ
い
て
は
、
町
理
事
者
、

議
会
、
町
民
三
者
一
体
と
な
り

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
だ
け
に
、
一
応
町
民
の
芦
を

聞
き
協
力
を
得
た
上
で
決
議
す

べ
き
で
あ
る
と
し
翌
二
十
日
よ

り
二
十
三
日
迄
休
会
、
こ
の
間

各
地
区
に
議
会
を
開
き
説
明
員

便 4

-Eヘ
令
、
一
)
図
、

F

t

 

園
保
の
生
長
ぶ
り
を
い

御

覧

下

さ

い

本
町
の
国
民
健
康
保
険
は
昭
一
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
目

和
三
十
年
一
月
一
日
長
浜
町
外
一
以
下
昭
和
三
十
年
度
の
業
債
を

.
・
五
ケ
村
の
合
併
が
成
っ
た
事
を
一
振
返
っ
て
見
る
事
と
致
し
ま
す

町
二
契
機
と
し
て
胎
動
を
始
め
、
翌
一
昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
現

一
三
十
一
年
一
月
一
日
芽
出
度
く
一
在
被
保
険
者
数
一
七
、
四
七

O

一
誕
生
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
一
人
、
世
帯
数
一
二
、
六
四
八
世
帯

一
り
ま
す
が
、
其
問
、
か
つ
て
実
一
国
健
保
等
の
被
扶
養
者
数
一
、

一
施
し
て
居
た
当
町
の
国
保
の
行
一
九
九
九
人
、
五
四
七
世
帯

h
J
一
跡
が
余
り
香
ば
し
く
無
か
っ
た
一
政
支
の
状
況

k
九
一
事
や
、
町
民
か
ら
の
支
持
が
得
一
一
、
保
険
税

町
一
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
心
配
す
る
一
調
定
額
三
六
八
三
、
四
七
八
円

一
一
等
に
よ
り
お
産
は
一
進
一
退
で
一
攻
納
額
三
五
五
五
、
五

O
三
円

月
一
あ
り
ま
し
た
が
昭
和
三
十
年
十
一
段
納
率
一
九
六
、
五
ご
労

侮
一
二
月
十
九
日
町
議
会
満
場
一
致
一
二
、
一
部
負
担
金

一
の
決
断
に
よ
り
本
町
国
保
の
歴
一
調
定
額
四
二
八
四
、
四
九
六
円

一
史
的
誕
生
が
決
定
し
た
訳
で
あ
一
敗
納
額
三
七

O
九
、
ト
一
二
五
円

何

τま
す

。

一

政

一

納

率

八

六

、

五

七

M

m
H
一
以
来
こ
の
国
保
に
寄
せ
ら
れ
る
一
三
、
国
庫
支
出
金

札
一
町
民
各
位
の
深
い
理
解
と
協
力
一
(
一
)
決
定
額

間
一
一
は
当
町
の
予
想
を
進
に
上
廻
る
一
事
務
費
六
一
一
、

0
0
0円

問
一
事
業
成
績
と
な
っ
て
現
は
れ
ま
一
保
健
婦
費
三
六
、
二
一
七
円

昭
一
し
た
。
又
ζ

の
成
績
の
か
げ
に
一
療
養
給
付
二
五
三
つ

0
0
0

一
は
私
生
活
を
犠
牲
に
し
て
御
世
一
計
コ
二
五
九
、
二
一
七
円

一
話
下
さ
る
地
区
委
員
さ
ん
や
納
一
つ
乙
交
付
済
額

一
税
組
合
長
さ
ん
、
忠
実
に
療
養
一
事
務
費
五

O
一、

0
0
0円

う
一
垣
当
者
と
し
て
の
責
務
を
果
さ
一
保
健
婦
費
三
六
、
二
一
七
円

↑
一
れ
積
極
的
に
御
協
カ
下
さ
る
町
一
療
養
給
付
一
二
七
七
、

0
0
0

一
内
の
各
御
医
者
さ
ん
遂
の
御
佑
一
計
一
八
一
四
、
二
一
セ
円

一
き
が
大
き
な
カ
と
な
っ
た
訳
で
一
(
差
引
一
三
四
五
、

0
0
0円

一
此
点
紙
上
を
借
り
て
深
謝
申
上
一
昭
和
三
十
一
年
度
へ
攻
入
繰
越

の

‘T，Lz
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ま
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。

今

年

の

八

月

に

法

律

の

改

正

が

1

昔
は
、
結
か
く
と
い
へ
ば
若
一
行
わ
れ
て
、
六
才
以
上
の
人
達

者
に
多
い
も
の
と
い
う
の
が
逐
一
全
部
が
、
年
に
一
度
は
健
康
診

り
相
場
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
一
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
数
字
を
み
ま
す
と
、
壮
年
か
十
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ら
老
年
に
か
け
て
の
年
令
に
非
一
あ
な
た
の
地
区
の
健
康
診
断
の

常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
一
日
ど
り
は

老
人
の
「
ぜ
ん
そ
く
」
が
、
一
(
大
和
地
区
は
十
三
月
の
予

実
は
結
か
く
で
、
家
庭
の
者
に
一
定
.
各
出
張
所
管
内
済
)

知
ら
子
に
う
つ
し
て
い
た
、
と
一
は
左
記
の
還
り
で
す
。
皆
さ
ん

い
う
例
は
、
数
え
あ
げ
た
ら
き
一
必
ず
診
断
を
受
け
て
下
さ
い
。

り

が

あ

り

ま

せ

ん

。

一

日

時

場

所

で
・
は
、
ど
う
し
た
ら
結
か
く
一
八
月
二
十
日

か
ど
う
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が
一
午
後
一
時

1
三
時
迄

-

長

浜

中

学

校

で

き

る

で

し

ょ

う

。

一

そ
れ
は
「
健
康
診
断
」
以
外
に
一
八
月
二
十
一
日

一
午
前
十
時
!
午
後
三
時
迄

あ
り
ま
せ
ん

o

s

一

高

等

学

校

講

堂

国
の
給
か
く
予
防
対
策
も
い
一
八
月
二
十
二
日
下

ま
L
で
は
三
十
才
未
満
の
人
達
一
午
前
十
時

t
午
後
三
時
迄

に
重
点
が
お
か
れ
ま
し
た
が
、
一
二
両
等
学
校
講
堂

発行所
愛媛県喜多郡

長漬町役場

岸本印刷所

1/ 

み
ん
な
そ
ろ
ハ
て

健

康

診

断
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主問一

日
本
に
は
、
約
三

O
O蔦
も

の
結
核
患
者
が
い
る
こ
と
が
実

態
調
査
の
結
果
わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
は
ま
た
、
四
軒
に
一
人

は
結
核
患
者
が
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

図
っ
た
こ
と
に
は
、
こ
の
た

く
さ
ん
の
患
者
の
ラ
ち
、
「
自

分
は
い
ま
結
核
な
の
だ
」
と
い

と
を
知
ら
な
い
入
、
つ
ま

し
て
い
な
い
人
が
非
常

と
い
う
こ
と
で
す
。

字
で
み
ま
す
と
、

中
、
二
人
は
自
覚

可

決

本
年
十
二
月
!

明
年
一
月
上
匂

明
年
一
月
上
匂

本
年
十
一
月
よ

り
十
二
月
下
匂

四
巾
待
選

初
任
給
六
、

0
0
0円
(
月

額
給
与
)
に
扶
養
手
当
、
期

末
手
当
そ
の
他
寒
冷
地
手
当

又
退
職
手
当
恩
給
な
ど
も
支

給
さ
れ
ま
す
。

町
理
事
者
共
に
出
席
二
十
四
回

の
本
会
議
に
お
い
て
:
講
員
側

の
)
直
直
揮
演
を
首
監
札
、
原
案

通
り
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
祥
し

〈
次
号
に
お
い
て
説
明
致
す
こ

と
と
致
し
ま
す
。
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一
(
)
人
の
中
、
八
人
は
自
分

で
出
わ
か
ら
な
か
っ
た
人

つ
ま
り
、
八
割
は
、
結
核
で
あ

る
こ
』
を
知
ら
な
か
っ
た
人
達

だ
つ
が
わ
け
で
す
。

そ
れ
引
は
い
っ
た
い
、
結
核
に

か
L
司
て
い
る
人
は
、
ど
の
年

令
に
多
い
の
か
、
数
字
で
調
べ

て
み
主
し
よ
う
。

。
歳
!
五
歳
:
・
:
一
三
万
人

六
歳

1
コ一

O
歳
:
J
:
一
二
ハ

万
人
一
一
二
歳
以
上
:
:
:
一
六
三
万

人
以
よ
の
よ
う
な
結
果
が
で
て
い

よ

り

橡

防

健
康
は
あ
て
に
ま
り
ま
せ
ん

ム私

強風た
舵詞C'の J 

り被り

ま害
語、

せら

う

* 

第
三
十
四
国
会
で
外
国
人
登

録
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
八
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
改
正
目
的
は
申
請

そ
の
他
の
手
続
を
簡
素
化
し
て

外
国
人
の
義
務
を
軽
く
ず
る
と

と
も
に
規
定
を
整
備
し
て
外
国

人
登
録
制
度
の
運
用
の
円
滑
化

を
図
る
一
た
め
で
あ
っ
て
主
な
改

正
点
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す

大
部
分
の
外
国
人
の
方
は
今
年

の
秋
に
登
録
証
明
書
の
切
替
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
こ
の
切
替
が
終
っ
た
後
は
従

来
二
年
毎
に
行
っ
て
い
た
切
替

を
三
年
毎
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

次
に
外
国
人
の
方
が
居
住
地
を

変
更
す
る
場
合
は
移
転
す
る
前

に
旧
居
住
地
の
市
区
町
村
長
に

や 災

害

は

τ= 
d己点

つれ

て?こ

来頃
るに

昨
年
は
珍
ら
し
く
平
聴

に
す
ぎ
ま
し
た
一
が
、
き

て
今
年
は
・
・
‘•.. 

私
等
は
常
に
非
常
に

備
へ
充
分
の
準
備
態
勢

を
た
て
L
お
く
よ
う
に

い
た
し
ま
せ
う
。

⑨
山
崩
れ
の
き
け
ん
は

な
し
カ

⑨
建
物
は
大
丈
夫
か

⑨
災
害
防
止
と
避
難
の

準
備
は

①

屋

根

瓦

、

塀

、

看

板

煙
突
の
補
強

①
停
電
に
備
え
懐
中
電

燈
、
ロ

l
ソ
ク
の
用

意
①
避
難
の
際
は
余
計
な

荷
物
を
持
つ
こ
と
を

や
め
、
現
・
金
、
食
糧

着
換
、
救
急
箱
程
度

に
と
ど
め
る
こ
と
‘

外
開
制
人

皆
山、

1

4

-

v

-

h

の

き

ん

と
L
し
歩

く
し
た
こ
と
に
よ
る
再
交
付
申

請
が
あ
っ
た
場
合
は
都
道
府
県

知
事
の
承
認
を
必
要
と
せ
ず
市

町
村
長
限
り
で
再
交
付
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
民
生
係

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

6
i
f
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住 民登録はすんで
お

¥ 

、ー，
1 

~ 

七
月
八
日
に
行
は
れ
た
参
議

院
選
挙
の
美
浜
町
に
お
け
る
候

補
者
の
得
淵
状
況
は
次
の
通
り

で
ら
っ
た
。

地
方
区
二
、
七
七
三

三
橋
八
次
郎
(
社
会
)

図
、
七
三
一

堀
本
宜
実
(
自
民
)

二
二

O

弁
上
定
次
郎
(
共
産
)

全
国
区

五
五
一
岩
沢
忠
泰
(
自
民
)

三
八
三
小
林
孝
平
(
社
会
)

三
七
五
杉
山
昌
作
(
緑
風
)

三
二
八
岡
田
修
一
(
自
民
)

三
O
三
矢
島
三
義
(
社
会
)

二
七
四
大
谷
藤
之
助
〈
自
民
)

二
一
三
小
西
英
雄
(
自
民
)

二
O
五
北
畠
教
真
(
無
属
)

二
O
O
山
本
平
安
(
自
民
)

一
九
八
赤
木
正
雄
(
緑
風
〉

一
七
六
積
回
日
家
三
郎

参
議
選
挙

長
浜
町
の
得
票

一
一
九
下
条
康
麿

一

一

八

山

本

杉

一
一
二
古
賀
俊
夫

一一

O

柴

田

栄

一
寸

D
Y手
島

栄

一
O
九
北
原
泰
作

一O
セ

江

藤

智

一
O
一
ニ
波
多
久
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り
ま
す

か

?

--句ー

昭
和
二
十
七
年
七

月
一
日
よ
り
住
民

登
録
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
既
に
四

年
を
経
過
し
ま
し

た
住
民
登
録
法
は

皆
様
既
に
御
承
知

の
通
り
市
区
町
村

に
居
住
す
る
人
を

登
録
し
各
種
の
行

政
事
務
を
適
確
に

処
理
す
る
と
と
も

に
住
民
の
居
住
関

係
を
明
ら
か
に
し

日
常
生
活
の
利
便

を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す

従
っ
て
住
民
登
録

簿
は
各
種
町
行
政

事
務
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
届
出

を
怠
る
と
配
給
、
選
挙
、
入
学

予
防
時
間
種
、
印
鑑
証
明
、
居
住

証
明
国
民
健
康
保
険
等
種
々
の

利
便
も
受
け
ら
れ
ヂ
、
権
利
も

行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
し
住
民
登
録
法
第
三
十
一
条

の
規
定
に
よ
り
過
料
に
処
せ
ら

れ
ま
ず
か
ら
必
ら
ず
法
定
の
十

四
日
以
内
に
届
也
て
下
さ
い
。

届
出
は
役
場
に
用
紙
を
備
付
け

て
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
用
紙
に

よ
り
転
入
、
転
居
、
世
帯
主
の

変
更
、
世
帯
の
併
合
、
世
帯
の

分
離
等
す
べ
て
十
四
日
以
内
に

届
出
る
よ
う
に
な
っ
て
を
り
ま

す。
尚
住
民
登
録
の
届
出
に
は
必

ら
ヂ
印
鑑
を
、
他
町
村
よ
り
転

入
さ
れ
た
方
は
転
出
証
明
書
を

併
せ
て
御
持
参
下
さ
い
。

一玄 . . --. _ .... 
ゐc....
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(ニ)

。。
く〉

八
月
農
林
作
業
ふ

。。
水
稲
山
間
部
で
は
既
に
幼
穏
形
成

一
期
に
入
っ
て
い
る
の
で
港
水
は

一
充
分
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
平
垣
部
で
は
遅
れ
て
も
上
匂

一
の
問
に
止
一
皐
一
す
べ
き
で
あ
る
。

一
止
草
が
終
れ
ほ
除
乾
法
で
中
千

一
を
す
る
が
期
聞
は
幼
穏
形
成
期

一
造
で
あ
る
。
中
千
は
排
水
不
良

一
回
で
特
に
効
果
が
大
き
い
。
穏

一
肥
料
欠
乏
的
徴
候
が
表
わ
れ
た

一
時
に
施
す
べ
き
で
茎
葉
が
青
々

一
と
し
て
い
る
時
は
施
す
必
要
は

一
な
い
。
施
用
量
は
反
当
窒
素
成

、
?
一
分
量
で
三

0
0
1四
O
O匁
程

E

度
で
あ
る
。
潜
水
は
二
十
日
頃

か
ら
充
分
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い

二
化
期
摂
虫

発
芽
最
成
期
に

B
H
「一一三
Mm

ニ
コ
チ
ン

B
H
C
、
パ
ラ
チ
オ

シ
粉
i

剤
反
当
三
!
四
班
、
乳
剤

は
千
!
千
五
百
倍
液
の
共
同
撒

布
を
行
う
。

黒
椿
'
象
(
ジ
ヤ
ク
ジ
)

八
月
上
、
中
匂
の
幼
虫
期
に

B
H
C
三
Mm粉
剤
又
は
ニ
コ
チ

ν
B
H
C
を
撒
布
す
る
。

稲
熱
病

出
穂
前
の
低
温
並
に
穏
肥
の

多
施
は
稼
首
イ
モ
チ
の
発
生
を

第 l'j号ち使の町〆

促
す
。
発
生
後
の
薬
剤
撒
布
は

効
果
が
な
い
か
ら
特
に
出
穂
直

前
の
計
画
的
薬
剤
撒
布
を
要
す

る。

。。
柑
橘
栽
培
管
理

て
晩
生
柑
橘
の
摘
果

温
州
の
摘
果
の
ま
だ
終
っ
て

居
な
い
所
は
前
月
ロ
ず
に
従
っ
て

早
く
終
る
様
に
す
る
事
、
尚
今

月
に
至
つ
て
は
夏
柑
、
伊
予
柑

の
摘
果
時
期
で
あ
り
今
月
中
匂

迄
に
完
了
す
る
こ
と
。

二
、
頭
草
と
潅
水

一
般
に
降
雨
少
く
長
い
時
は

一一一

1
四
十
日
も
降
雨
が
無
い
時

さ
え
あ
る
。
J

従
っ
て
五

1
六
月

の
水
分
を
な
る
べ
く
多
く
保
ち

乾
燥
期
の
早
舷
防
止
の
為
に
も

敷
草
は
必
要
で
あ
る
。
又
密
柑

は
六
月
下
旬
迄
は
殆
ん
ど
果
実

は
太
ら
ず
主
と
し
て
個
々
の
細

胞
分
裂
が
盛
ん
に
行
わ
れ
七
月

以
降
は
主
と
し
て
其
の
細
胞
の

肥
大
期
に
当
る
の
で
此
の
時
期

に
は
果
実
内
の
九

O
Mが
水
で

φ

め
り
土
中
の
水
分
が
少
な
く
な

れ
ば
当
然
之
が
果
実
の
発
育
は

悪
く
な
る
。

従
っ
て
少
し
で
も
水
分
を
多

保

険

税

は

を
ぜ
増
額
に
な
っ
た
か

昭
和
三
十
一
日
牛
度
の
国
民
健
康

保
険
税
は
前
年
度
に
比
べ
て
約

三
Mm増
額
に
な
り
ま
し
た
。

-
聞
こ
の
増
額
は
昭
和
三
十
年
度
の

行
一
赤
字
を
埋
め
る
為
や
地
財
法
の

発
一
適
用
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
為

咽
一
に
増
額
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

ト
一
せ
ん
。

毎
一
保
険
税
賦
課
額
決
定
の
基
礎
と

(
一
-
な
る
も
の
が
療
養
給
付
費
で
あ

一
る
事
は
既
に
皆
様
御
承
知
の
通

一
り
で
サ
。

一
療
養
給
付
費
の
増
加
と
保
険
税

一
の
増
加
は
正
比
例
す
べ
き
で
あ

一
り
ま
す
。
最
近
の
給
付
費
が
ど

日
一
の
様
な
状
態
か
と
云
い
ま
す
と

加
一
受
診
率
(
お
医
者
さ
ん
に
か
L

月
一
る
回
数
}
昭
和
二
十
九
年
度
二

回
一
四
回
、
五
労
昭
和
三
十
年
度
二

位
一
七
三
、
二

Mmで
一
一
、
七
Mm
の

和
一
増

昭
一
一
件
当
り
点
数
ご
回
病
気
に

一
な
っ
て
其
病
気
が
治
療
す
る
ま

一
で
の
点
数
(
一
点
の
単
価
は
十

一
一
円
五
十
銭
)
)
昭
和
二
十
九

一
年
度
三
七
、
九
乞
点
、
昭
和
三

、J

J

ιJR円

十
年
度
凶
セ
、
四
九
点
で
二
五

μ
の
増
加
と
な
っ
て
居
り
ま
す

昭
和
三
十
年
度
と
三
十
一
日
平
度

と
の
関
係
に
於
て
も
略
こ
れ
と

同
様
の
事
が
云
は
れ
る
訳
で
、

本
来
な
れ
ば
少
く
と
も
本
年
度

に
於
て
最
低
二
十
Mm程
度
の
増

税
は
当
然
考
六
ら
れ
る
状
態
で

あ
り
ま
す
が
現
在
は
僅
か
に
三

Mm
の
増
加
に
留
め
て
居
る
訳
で

あ
り
ま
す
。

受
診
率
に
於
て
一
一
、
七
Mm
一

件
当
点
数
で
二
五
労
、
こ
の
様

に
療
養
仏
持
費
が
増
加
し
て
居

る
の
に
保
険
税
が
僅
か
一
一
一
必
の

増
加
で
如
何
に
し
て
攻
支
を
償

は
せ
る
事
が
出
来
る
か
と
御
心

配
頂
く
御
方
も
砂
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
事
実
こ
の
措
置
は
向

う
見
ず
の
胃
倹
的
な
要
素
を
多

分
に
却
す
ん
で
居
り
ま
す
。
そ
れ

は
被
保
険
者
各
位
の
協
カ
が
本

年
度
に
於
て
は
前
年
度
以
上
に

強
力
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う

事
を
計
算
に
入
れ
て
の
課
税
だ

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
国
保
は
何

F 

" " 

く
保
ち
土
函
蒸
散
を
防
ぐ
事
は

果
実
肥
大
を
多
少
な
り
と
も
良

く
す
る
の
で
少
く
と
も
五
百
震

以
上
の
敷
草
は
実
施
し
て
ほ
し

い
。
従
っ
て
二
週
間
以
上
の
早

天
が
続
い
た
場
合
は
既
に
潜
水

の
必
要
性
は
多
分
に
あ
り
一
樹

当
り
三
斗
以
上
の
潜
水
は
必
要

で
あ
る
。
更
に
乾
天
の
続
く
場

合
は
セ

t十
日
目
毎
に
続
け
て

実
施
す
る
様
に
し
な
い
と
-
回

の
み
で
は
効
果
は
少
な
い
。

病
虫
害
防
除

て
サ
ピ
ダ
ニ
防
除

梅
雨
明
け
の
乾
燥
期
に
入
る

と
ナ
ピ
ダ
ニ
の
発
生
か
目
だ
っ

て
来
、
八

1
九
月
に
夫
害
を
与

え
る
。
本
虫
は
発
生
初
期
に
虫

体
を
織
別
す
る
事
が
一
般
の
人

に
は
困
難
で
あ
る
故
初
期
防
除

が
出
来
難
い
。
従
っ
て
大
低
の

場
合
被
害
が
目
立
っ
て
あ
わ
て

L
防
除
し
て
も
手
還
に
な
る
事

が
多
い
。
本
虫
は
赤
ダ
ニ
よ
り

更
に
高
温
時
に
蕃
殖
し
乾
燥
時

に
発
生
を
助
長
す
る
。

温
州
の
サ
ビ
ダ
ニ
防
除
効
果

の
す
同
い
薬
剤
は
ア
カ

1
ル
の
千

五
百
倍
液
、
ベ
ス
ト
ッ
ク
ス
の

千
倍
液
、
硫
黄
合
剤
の
百
倍
液

の
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
居

る
。
従
っ
て
本
虫
の
防
除
効
果

債
格
か
ら
み
て
硫
黄
合
剤
が
良

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
早
生

温
州
に
於
て
は
本
剤
の
薬
害
の

懸
念
が
あ
る
か
ら
ア
カ
ー
ル
三

h

r

 

:
h
V
4
J日

4

4
 

7時
j
J
-
1
-
ナ
今

f

l

i

p

〆

三
八
の
千
五
百
倍
液
の
撒
布
が

有
効
で
あ
る
。
尚
硫
黄
合
剤
、

ア
カ
ー
ル
は
赤
ダ
ニ
に
対
し
て

も
有
効
で
あ
る
か
ら
雨
効
果
を

ね
ら
う
事
が
出
来
る
。

二
、
夏
期
青
酸
瓦
斯
燦
蒸
実
施

最
近
は
特
に
味
、
賛
の
良
い

も
の
が
要
望
さ
れ
て
来
た
。
従

っ
て
果
実
に
付
く
害
虫
を
一
度

に
死
滅
さ
す
に
は
瓦
斯
爆
蒸
に

よ
る
効
果
が
最
も
高
く
他
の
薬

剤
撒
布
に
見
ら
れ
な
い
果
実
の

品
質
向
上
の
効
果
も
あ
り
現
在

の
段
階
で
本
作
業
は
欠
く
事
が

出
来
な
い
現
状
で
あ
る
。
而
し

本
剤
は
最
も
多
額
の
経
費
を
要

し
薬
害
も
出
や
す
い
従
っ
て
薬

害
を
最
少
限
に
抑
え
て
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
方
法
を
取
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。
又
方
法
も
従
来
の

ポ
ッ
ト
法
に
代
り
撒
粉
法
が
出

現
し
た
の
で
之
に
つ
い
て
述
べ

て
見
る
と

撒
紛
法
は
操
作
簡
単
で
薬
害

少
な
く
効
果
も
一
角
い
、
近
年
其

の
使
用
は
激
ぞ
う
し
て
来
た
本

法
と
ポ
ッ
ト
法
の
和
歌
山
果
樹

試
験
場
の
成
績
を
み
る
と
:
・
・

調
査
虫
数
死
虫
数
死
虫
率
薬
害

ポ

ッ

ト

法

三

O
五

二

九

O

九
五
、

O
八

労

な

し

撒
粉
法
コ
一
五
九
二
四
九

九
五
、
七
五
Mm

な
し

対

象

区

五

七

二

三

、

六

三

薬
剤
に
は
カ
ル
チ
ツ
十
、

V

ア一一

y
ト
y
d
J
-ピ
ν
7
y
等
が

あ
る
が
今
年
多
々
使
用
さ
れ
る

V
ア

ニ

ヅ

一

小

に

つ

す

と

一
、
性
状
、

4参ト
ー=<

ト

ケ

チ d

J
、
A
Aの

個
体
で
空
気
中
の
水
分
を
吸

収
し
て
容
易
に
青
酸
瓦
斯
を
遊

離
し
て
消
石
灰
に
な
る
。

一
錠
二
十
瓦
で
十
瓦
の
青
酸

ガ
ス
が
発
生
す
る
。

有
効
成
分
青
酸
石
灰
八
八

、
五
%
(
青
酸
五

O
、

O
M
)硝

石
灰
一
一
、
五
必
)

青
酸
石
灰
は
青
酸
を
石
灰
に

吸
着
さ
せ
青
酸
を
主
成
分
と
す

る
も
の
で
ダ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て

粉
酔
し
な
が
ら
微
粉
末
に
し
て

天
幕
内
に
噴
入
す
る
方
法
で
青

酸
石
一
以
は
空
中
の
水
分
と
化
合

し
て
青
酸
ガ
ス
を
発
生
す
る
0

0
使
用
上
の
注
意
6

開
権
後
は
空
気
に
長
く
触
れ

さ
せ
ぬ
様
直
に
み
つ
関
す
る
事

粉
末
や
ガ
ス
は
猛
毒
な
る
故

身
体
に
触
れ
た
り
吸
入
し
て
は

な
ら
な
い
。

使
用
後
は
手
足
を
良
く
洗
う

こ
と
。

た
る
も
の
を
直
ち

て
穂
過
し
次
に
衷
ろ

く
か
け
鍋
に
移
し
沸

熱
す
る
。

一
一
」
①
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
材
料
及

一
日
配
合
例

ト
マ
ト
ピ
ユ

l
v
1
7功、

玉
葱
五
百
匁
、
ニ
ジ
ニ
ク
二
百

匁
、
ロ

l
レ
ル
十
匁
]
ト
ク
が

ラ

ν一
二
匁
、
極
度
末
七
匁
、
胡

淑
五
匁
、
砂
糖
百
七
十
匁
、
ズ

ル
チ
ジ
三
匁
、
食
堤
百
五
十
匁

味
の
素
十
瓦
、
氷
酢
酸
七
十

c

c、
上
質
澱
粉
百
匁
、
色
粉
一

匁
玉
葱
及
ロ
1
4
V
ル
¥
唐
辛
子

F 

d 

〈
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ム6.6.ムムム

七
月
三
日

建
設
大
臣
来
町

七
月
八
日

参
議
員
議
員
選
挙
執
行

七
月
十
日

町
内
遺
族
会
長
会

七
月
十
二
日

野
犬
狩
実
施

七
月
十
八
日

米
穀
供
出
推
進
協
議
会

七
月
十
九
日

〆
定
例
町
議
会

が
開
ffiB3e盲
J{{i
屯主3，re}}E}E!s44wziNiiP5?i
丸3}}
盟

JfirE也、
Fistr

町
一
一
一
四
万
間
以
上

積

立

の

納

税

者

長
浜
町
の
町
民
税
四
万
円
(

県
民
税
含
む
)
以
上
納
税
者
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

八
七
セ
一

O
円

一
宮
亀
久
雄
建
設
業
白
滝

六
七
四
八

O
円

村
上
一
郎
一
会
社
々
長
長
浜

六
一
一

O
円

ニ
ン
ニ
ク
は
ワ
サ
ビ

お
ろ
し
で
擢
潰
す
。

右
を
少
量
の
水
で
充
分
に
熟

す
次
に
直
ち
に
滋
過
し
ふ
ん
末

の
調
味
料
は
別
に
飲
き
玉
葱
等

の
ロ
カ
V
た
後
に
入
れ
る
。

ト
マ
ト
ピ
ユ
レ
ー
を
瀬
戸
引

鍋
に
入
れ
強
火
に
掛
け
其
の
中

に
右
の
漉
過
液
を
ま
ぜ
沸
騰
し

た
ら
澱
ぷ
ん
を
水
で
容
き
加
え

て
良
く
ま
ぜ
る
次
に
氷
酢
酸
を

入
れ
-
沸
し
後
砂
糖
を
投
入
し

塩
を
混
じ
最
後
に
色
こ
を
入
れ

一
沸
七
て
か
ら
熱
い
も
の
を
滅

菌
し
七
熱
い
瓶
に
詰
め
る
。
其

の
時
出
瓶
の
-
口
一
パ
イ
に
充
填

ー
ル
袋
又
は
ポ
リ
エ
テ

に
完
填
す
る
の
も
便
利

、
主
ハ
の
場
合
は
空
気
を

て
か
ら
袋
の
上
を
結
べ

。
之
で
加
熱
殺
菌
は
行

も
貯
蔵
出
来
る
が
良
く

て
汁
の
熱
い
も
の

め
る
事
が
大
切
で
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七
月
二
十
二
日

合
同
慰
霊
祭
並
平
和
祈
願
祭

(
於
出
石
寺
)

一
七
月
二
十
五
日

一
町
内
小
中
学
校
長
会

一
七
月
二
十
七
日

一
町
議
会
商
工
経
済
委
員
会

一
七
月
二
十
九
日

町
消
防
団
副
団
長
会

八
月
六
日

町
社
会
福
祉
協
議
会

四
八
三
五

O
円

小
川
儀
三
郎

四
七
二
回

O
円
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井

上

勉

農

業

四
六
八
二

O
円

兵
頭
正
人
農
業

四
一
ニ
セ

O
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永

竹
材
業
長
浜

出
海

海
の
記
念
日

藤

表 j畢

伊
予
海
運
有
限
会
社
社
長
藤

沢
梅
太
郎
氏
は
第
十
六
回
海
の

記
念
日
に
当
一
り
海
運
業
功
労
者

と
し
て
四
国
海
運
局
長
よ
り
表

彰
さ
れ
た
。

氏
は
大
正
八
年
機
帆
船
、
船

長
と
し
て
乗
船
昭
和
八
年
下
脂

以
来
現
住
地
に
お
い
て
海
運
業

に
従
事
さ
れ
て
い
る
。

伊
諜
灘
海
区

後

藤

熊

市

民

当

選

八
月
十
日
執
行
予
定
の
伊
予
灘

海
区
漁
業
調
繋
委
員
会
委
員
選

挙
は
、
無
投
票
と
な
り
本
町
よ

一
り
立
候
補
さ
れ
て
い
た
後
藤
熊

一
市
民
(
今
坊
漁
業
協
同
組
合
長

)
が
当
選
さ
れ
た
。
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結
成

八
月
六
日
長
浜
町
役
場
に
お

い
て
、
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
、

こ
の
会
は
町
民
が
健
康
で
文

化
的
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
地
域
全
体
の
社
会
福
祉

を
増
進
し
、
明
る
い
豊
か
な
町

を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
'

事
業
計
画
と
し
て
は
、

一
、
社
会
調
査

二
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
と

の
連
絡
調
整

三
、
広
報
活
動

四
、
世
帯
更
生
運
動

五
、
母
子
福
祉

六
、
児
童
福
祉

七
、
老
人
福
祉

八
、
同
和
対
策

等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

尚
当
日
選
任
さ
れ
た
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の
通
り
、
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六
月
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女
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と
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男

敏

行
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女
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口

恵

長

女

一

美
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男

比

呂

志

長
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光
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五
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国

靖
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男

和

美

長

女
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計

予
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安
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和
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四
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二

男

勝
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六
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，
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三
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節
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本
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分

西
浦
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多
灘
分

矢
野
上
計
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高
木
亀
久
雄
大
和
分

菊
地
タ
ツ
ノ

浜
崎
ユ
キ
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白
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分

村
上
ミ
ツ
ル

高
橋
好
太
郎

富
岡
徳
三
郎
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中
居
出
分
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庁
分
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岡
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長
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長
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一
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男
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政

光
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井
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郎

山
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亀

本
庁
分

大
石
ト
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ヨ

渡
辺
一
徳
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西
崎
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崎

康

高

井
上
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次
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俊
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菊
地
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滝
分

西
岡
ヨ
ジ
子

藤
本
幸
三
郎

山

本

博

三

西

宮

利

春

/1、

合
計

。
名

出
生

五

九

名

死
亡

名

守 N・ー戸、"
~ 一こ品h一砂、-干 ← 

々「今~- ， Lレ戸、
で古4やv戸~ご

→ 
一 ピ町

一 作一


